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論文の要旨 





















Chapter 1. Hybridization of Carbon Nanotubes with Si- Polymers and Attachment of Resulting Hybrids to 
TiO2 Surface 
電子系と Si-Si 結合の繰り返しからなる有機ケイ素ポリマーは、酸化チタン存在下で光照射するこ

















これを DSSC に応用すると、SWNT の優れた電子輸送特性に起因すると思われる光電流の増加が起こ
り、DS5T 修飾酸化チタン電極を用いた DSSC（0.11%）より 3倍以上高い光電変換効率（0.39%）を示
した。 
 
Chapter 2. Synthesis of Disilanylene Polymers with Donor-Acceptor-Type -Conjugated Units and Applications 
to Dye-Sensitized Solar Cells 









る新規 D-A型有機ケイ素ポリマーpT2Bt を合成し、DSSC への応用を行った（下図）。 
 





Chapter 3. Synthesis of Donor-Acceptor Type New Organosilicon Polymers and Their Applications to 
Dye-Sensitized Solar Cells 






 これらのポリマーの吸収極大波長は、pT4Bt, pT4Se については共役系拡張の効果により、Chapter 2







Chapter 4. Synthesis and Optical and Photovoltaic Properties of DithienosiloleDithienylpyridine and 













 期待通り、pDTSPy は、錯形成により吸収帯の長波長シフト・ブロード化をおこし、同時に HOMO
レベルの低下を示した。また、pDTSPy と pDTSPy-B を BHJ 太陽電池に応用すると、錯形成による
HOMOレベルの低下に対応して、pDTSPy-B の方が高い起電力を示した。 
 









びゲルマニウム類縁体である DTS や DTGとほぼ同じであることが予想された。また、DTSnの UVお
よび蛍光スペクトルの極大波長は DTS、DTGとほぼ同じ値を示し、DFT 計算の予想を支持する結果と
なった。しかし、DTSn1 の発光挙動はこれまでの DTS、DTGおよび DTSn2 と大きく異なり、溶液・






 以上の研究から、Chapter 1では、光反応性を示す有機ケイ素ポリマーと SWNT をハイブリッド化
することで、SWNT を可溶化するだけでなく、光反応によりハイブリッドを酸化チタン表面に固定し
て、ハイブリッド修飾酸化チタンを調製することが可能であった。また、ハイブリッド修飾酸化チタ
ンを DSSC に応用すると、SWNT の電子的性質を反映して光電流が増加し、DSSC を高性能化するこ
とに成功した。また Chapter 2、3において、有機ケイ素ポリマーの共役系を種々検討することで DSSC
の高性能化が可能であることを示した。この結果は、耐久性に優れる DSSC 素子の開発につながる知
見であると考えている。Chapter 4 では、DTS の電子的特長と、ピリジン-ホウ素の錯形成を利用した
HOMOレベルの低いポリマー材料を合成し、高起電力 BHJ太陽電池材料の分子設計指針の一つを与え
る結果が得られた。Chapter 5では、新規スズ架橋ビチオフェン誘導体の合成・物性評価を行い、CIEE
特性を示すことを明らかにし、その原因について考察した。CIEEは報告例の少ない珍しい現象であり、
チオフェン系化合物では本研究が初めての報告例である。 
 これらの結果は、機能性材料開発におけるケイ素やスズ元素の特長の活用が、高機能性材料の創出・
新機能の発現に非常に有用な手法であることを示すものである。 
